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（マイナー） 

 

小説・ラノベの文章表現を 

豊かにしよう 
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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「じ」で始まる語彙辞典（マイナー） 

 

じ‐あつ【地厚】 

［名・形動］ 

布地などの厚いこと。また、そのさま。「―な布地」⇔地薄。 

 

 

じき‐だん【直談】 

［名］(スル) 

他人を介さないで、直接に相手と談判すること。「社長と―して決める」 

 

 

じ‐しつ【地質】 

布などの、生地の性質・品質。地合い。「―がよい反物」「丈夫な―」 

 

 

じじょ‐どりょく【自助努力】 

他を頼らず、自力を尽くして物事を成し遂げようとすること。 

 

 

じ‐ばれ【地腫れ】 

［名］(スル) 

傷口やできものの周りの皮膚が、一面にはれること。「おできがうんで―している」 

 

 

じぶん‐ぶれ【時分触れ】 

集会・食事などの、時間を知らせて回ること。また、その役目。  
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蛇(じゃ)が蚊を呑(の)んだよう 

少なすぎて腹の足しにならないことのたとえ。 

 

 

じゃっ‐きゅう【若朽】 

《「老朽」からの造語》 

若いのに気力に欠け、役に立たないこと。また、その人。 

 

 

じゅう‐こう【獣行】 

けだもののような行為。人間にあるまじき行い。また、性欲を満足させるだけの、

愛情を伴わない性行為。 

 

 

じゅう‐しん【獣心】 

けもののように、道理をわきまえない残忍な心。「人面―」 

 

 

じゅう‐そく【充塞】 の意味 

［名］(スル) 

満ちふさがること。いっぱいになって余地がなくなること。 

 

 

じゅう‐び【充備】 

［名］(スル) 

十分に調えること。また、調っていること。装備などが十分であること。 

 

 

じゅう‐よく【獣欲】 

動物的な欲望。特に、抑えのきかない性欲をいう。  



 

 

Copyright (C) 2019 Shohei @ Nomad-Creator All Rights Reserved. 

- 6 - 

じゅくし‐しゅぎ【熟柿主義】 

熟した柿の実が自然に落ちるのを待つように、気長にその時機の到来を待つ主義。 

 

 

じゅ‐せん【受洗】 

［名］(スル) 

キリスト教で、洗礼を受けること。「二〇歳で―した」 

 

 

じゅん‐えつ【巡閲】 

［名］(スル) 

巡回して実状を調べること。「長官みずから―する」 

 

 

じゅん‐かん【旬間】 

行事などを行うために、特に区切られた 10日間。「交通安全―」 

 

 

じゅん‐こく【殉国】 

国家のために身命を捨てて尽くすこと。「―の士」 

 

 

じゅん‐じゅん【諄諄】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

よくわかるように繰り返し教えさとすさま。「―と説いて聞かせる」 

 

 

じゅん‐なん【殉難】 

［名］(スル) 

国家や宗教などにかかわる危難のために、身を犠牲にすること。「―の士」  
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じゅん‐りゅう【順流】 

［名］(スル) 

① 水が順路に従って流れていくこと。また、その流れ。 

② 水の流れに従って下ること。転じて、世の移り変わりに身をまかせること。「い

かだで―する」 

 

 

じょう‐えん【情炎】 

激しく燃え上がる欲情。「―に身を焦がす」 

 

 

じょう‐か【情火】 

火が燃えるように激しく高ぶる情欲。「―に身を焦がす」 

 

 

じょう‐かく【城郭】 

① 城の周囲に設けた囲い。城壁。「―を巡らす」 

② 城と外囲い。 

③ 外敵を防ぐための防御施設。とりで。「天然の―」 

 

 

じょう‐ざい【浄財】 

寺社や慈善事業などに寄付する金銭。「―を募る」 

 

 

じょう‐じょう【冗冗】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

① 話などが長くてくどいさま。「―たる弁舌」 

② 入り乱れているさま。「紛々―」  
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じょう‐じょう【畳畳】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

いく重にも重なり合うさま。「―たる峻峰(しゅんぽう)」 

 

 

じょう‐じょう【穣穣】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

穀物が豊かに実るさま。「―たる田園」 

 

 

じょう‐た【饒多】 

［形動］［文］［ナリ］ 

非常に豊かなさま。きわめて多いさま。「―な物資」 

 

 

冗談(じょうだん)から駒(こま)が出る 

《「瓢箪(ひょうたん)から駒が出る」のもじり》 

冗談に言ったことが本当になる。 

 

 

じょうちょ‐てんめん【情緒纏綿】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

情緒が深くこまやかなさま。情緒が心にまつわりついて離れないさま。「―たる恋愛

小説」「―とした下町のたたずまい」 

 

 

じょう‐てい【上程】 

［名］(スル) 

議案などを会議にかけること。「改正案が―される」  
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じょう‐ひ【冗費】 

むだな費用。「―を節減する」 

 

 

じょう‐よう【冗用】 

① むだな用事。「―に追われる」 

② むだな費用。「―を省く」 

 

 

じょう‐よう【畳用】 

［名］(スル) 

同じ語句などを数多く使用すること。重ねて使用すること。 

 

 

じょく‐れい【縟礼】 

必要以上にわずらわしい礼儀作法。「繁文―」 

 

 

じょ‐せつ【叙説】 

［名］(スル) 

順序を立てて述べ説くこと。「今この問題について―するいとまはない」 

 

 

じょ‐たい【除隊】 

［名］(スル) 

兵役を解かれること。「満期で―する」⇔入隊。 

 

 

じょ‐にん【叙任】 

［名］(スル) 

位階を授け、官職に任ずること。「一等官に―せられる」  
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じ‐りつ【侍立】 

［名］(スル) 

身分の高い人や神聖な物のそばなどにつき従って立つこと。 

 

 

じん‐えん【人煙】 

人家から立ち上る煙。転じて、人の住む気配。「―まれな山中」 

 

 

しん‐じん【深甚】 

［名・形動］《古くは「じんじん」とも》 

意味や気持ちなどが非常に深いこと。また、そのさま。甚深。「―な（の）謝意を表

する」 

 

 

じん‐どう【人道】 

① 人として守り行うべき道。「―にもとる行為」「―上の問題」 

② 人が通るよう定められた道。歩道。 

 

 

じんどう‐てき【人道的】 

［形動］ 

人として守り行うべき道にかなうさま。「―な見地に立つ」「―に許せない行為」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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